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（
４
面
か
ら
続
く
）

　座間市議会だよりでは、各議員の文責により質問・答弁・討
論の発言の一部を抜粋して掲載しています。詳細は会議録をご
覧ください。
　パソコンやスマートフォンから市議会のホームページをご覧
ください。また、市役所１階の市民情報コーナー、図書館でも
ご覧いただけます。
　なお、９月定例会の会議録は１１月下旬ごろから閲覧できます。

会議録をご覧ください会議録をご覧ください

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
て
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

例
え
ば
、受
け
入
れ
を
し
た
場
合
、

市
民
体
育
館
の
武
道
室
を
活
用
し
、

柔
道
人
口
が
少
な
い
発
展
途
上
国

の
選
手
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子

供
た
ち
で
柔
道
を
す
る
こ
と
や
弓

道
場
を
活
用
し
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

の
選
手
団
に
弓
道
を
経
験
し
て
も

ら
う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
民
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
う
た
め
に
も
遅
く
は
な
い
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

健
康
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化

等
の
交
流
を
行
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
相
手
国

を
大
切
に
思
う
視
点
に
立
ち
、
事

前
合
宿
や
交
流
に
対
し
十
分
な
対

応
が
図
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る
た

め
、
申
請
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な

っ
た
場
合
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
必

須
事
業
を
で
き
る
範
囲
で
実
施
す

る
の
で
は
な
く
、
相
手
国
に
対
し

最
大
限
の
敬
意
を
持
っ
て
最
良
の

環
境
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
、
こ
の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

小
学
生
の
保
育
を
行
う
児
童
ホ

ー
ム
は
、市
内
に
直
営
で　

カ
所
、

１１

公
設
民
営
で
待
機
児
用
が
３
カ
所

あ
り
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

児
童
館
、
小
学
校
の
空
き
教
室
等

を
活
用
し
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
は
申
し
込
み
が
１

２
０
人
増
え
て
待
機
人
数
は　

人
６４

と
急
増
し
ま
し
た
が
、
新
た
な
公

設
設
置
は
せ
ず
、
昨
年
度
初
め
て

民
設
民
営
の
学
童
保
育
を
実
施
し
、

今
年
度
、
民
設
民
営
児
童
ホ
ー
ム

は
３
カ
所
と
な
り
ま
し
た
。
各
民

設
民
営
の
利
用
者
の
う
ち
、
市
の

児
童
ホ
ー
ム
に
入
れ
ず
に
待
機
と

な
っ
た
人
数
を
伺
い
ま
す
。

　

市
の
補
助
金
交
付
要
綱
で
は
、

民
設
民
営
へ
の
補
助
対
象
者
の
規

定
と
し
て
、
待
機
児
童
が
い
る
、

ま
た
は
待
機
児
童
が
発
生
す
る
見

込
み
が
あ
る
区
域
で
実
施
し
て
い

る
こ
と
と
あ
り
ま
す
。
補
助
金
交

付
対
象
と
し
て
の
設
置
理
由
の
第

一
は
待
機
児
童
対
策
で
す
が
、
民

設
民
営
の
利
用
料
は
公
設
の
１
・

５
倍
と
負
担
が
重
く
、
民
設
民
営

の
申
し
込
み
を
や
め
る
保
護
者
が

い
る
と
推
測
し
ま
す
。
利
用
料
に

負
担
を
感
じ
な
い
保
護
者
が
増
え

る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

公
設
に
入

れ
ず
民
設
民
営
に
入
所
し
た
人
数

は
、
本
年
４
月
１
日
時
点
で
７
人

で
す
。
利
用
料
の
負
担
感
に
関
す

る
調
査
分
析
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

保
護
者
が
そ
の
家
庭
に
合
っ
た
内

容
で
児
童
ホ
ー
ム
を
選
ぶ
機
会
を

提
供
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
２
０
１
５
年
国

民
生
活
基
礎
調
査
で
は
、
子
ど
も

の
貧
困
率
は　

・
９
％
、
ひ
と
り

１３

親
家
庭
で
は　

・
８
％
で
す
。
母

５０

子
家
庭
の
総
所
得
は
２
７
０
・
１

万
円
で
全
世
帯
平
均
５
４
５
・
４

万
円
の
約
半
分
で
す
。
２
０
１
２

年
の
調
査
と
比
べ
て
稼
働
所
得
は

増
え
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
費
や

貯
蓄
は
減
っ
て
お
り
、
こ
の
数
値

か
ら
は
所
得
を
得
る
た
め
の
労
働

時
間
は
見
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

貧
困
は
す
な
わ
ち
大
人
の
貧
困
で

あ
り
、
問
題
解
決
の
た
め
に
は
実

態
調
査
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。
子
ど
も
の
貧

困
問
題
は
本
来
行
政
が
担
う
べ
き

で
す
が
、
民
間
が
運
営
す
る
子
ど

も
食
堂
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
子
ど
も
食
堂
へ
の
助
成
や

支
援
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

６
月
に
国

会
で
成
立
し
た
子
ど
も
の
貧
困
対

策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
市
町

村
の
貧
困
対
策
計
画
の
策
定
が
努

力
義
務
化
さ
れ
、
策
定
の
た
め
の

調
査
が
必
要
な
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。
座
間
こ

ど
も
食
堂
は
定
期
的
、
継
続
的
に

実
施
さ
れ
て
お
り
、
安
価
で
の
食

事
の
提
供
の
ほ
か
、
孤
食
の
解
消

や
地
域
交
流
な
ど
も
図
ら
れ
、
運

営
し
て
い
る
Ｄ
＆
Ｃ
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
助
成
は
、
社
協

も
含
め
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

遠
隔
教
育
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を

生
か
し
て
映
像
や
音
楽
を
利
用
し

た
遠
隔
で
の
授
業
を
行
う
も
の
で
、

柴
山
昌
彦
文
部
科
学
大
臣
が
本
年

６
月
末
日
に
発
表
し
た
、
新
時
代

の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術
活
用

推
進
方
策
（
最
終
ま
と
め
）
の
中

で
、
政
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
本
市
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行

い
、
本
市
が
積
極
的
に
教
育
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
が
、
遠
隔
教
育
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

遠
隔
教
育
は
、
小
規

模
校
な
ど
に
お
け
る
教
育
活
動
の

充
実
や
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
に

お
い
て
重
要
で
あ
り
、
不
登
校
児

童
・
生
徒
や
病
気
療
養
児
な
ど
、

通
学
し
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
な
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、

学
習
機
会
の
確
保
の
観
点
か
ら
重

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
遠
隔
教

育
は
重
要
な
学
習
支
援
の
方
法
の

一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。
遠

隔
地
や
外
国
の
学
校
と
の
遠
隔
授

業
、
学
校
間
の
交
流
活
動
、
病
院

で
の
院
内
学
級
等
で
は
効
果
を
発

揮
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
教
育

の
可
能
性
を
秘
め
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
や
県
の
動

向
を
注
視
し
、
今
後
の
学
習
内
容

の
進
展
や
情
報
技
術
の
発
展
を
含

む
教
育
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

さ
が
み
野
コ
ー
ス
と
小
松
原
・

相
模
が
丘
循
環
右
回
り
コ
ー
ス
で

の
利
用
者
の
乗
り
残
し
が
一
部
解

消
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
乗
り
残
し

が
あ
る
路
線
の
現
状
及
び
乗
り
残

し
件
数
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解

も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

平
成　

年
度
の
利

３０

用
実
態
に
よ
る
と
、
一
番
乗
り
残

し
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の
は
、

さ
が
み
野
コ
ー
ス
で
、
１
日
当
た

り
約
１
・　

人
、
２
番
目
は
小
松

７５

原
・
相
模
が
丘
循
環
右
回
り
コ
ー

ス
で
、
１
日
当
た
り
約
１
・　

人
７３

で
す
。
こ
の
２
コ
ー
ス
以
外
は
比

較
的
乗
り
残
し
が
少
な
く
、東
原
・

ひ
ば
り
が
丘
南
コ
ー
ス
で
は
年
間

　

人
、
１
日
当
た
り
に
換
算
す
る

２５と
０
・　

人
、
西
部
方
面
循
環
コ

０７

ー
ス
で
は
年
間　

人
、
１
日
当
た

１５

り
に
換
算
す
る
と
０
・　

人
、
最

０４

も
乗
り
残
し
が
少
な
い
の
は
、
小

松
原
・
相
模
が
丘
循
環
左
回
り
コ

ー
ス
の
年
間
１
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
年

度
予
定
し
て
い
る
運
行
見
直
し
で

は
、
乗
り
残
し
の
減
少
と
効
率
の

よ
い
運
行
を
目
指
し
、
利
用
者
数

の
少
な
い
コ
ー
ス
の
運
行
本
数
を

減
便
調
整
し
、
乗
り
残
し
が
見
ら

れ
る
２
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
増
便

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後

も
身
近
な
市
民
の
足
と
し
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
便
性
向
上

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
、
参
院
選
後
の
記

者
会
見
で
、
選
挙
で
増
税
も
信
任

を
得
た
と
主
張
し
、
予
定
ど
お
り

　

月
１
日
か
ら
の
消
費
税　

％
へ

１０

１０

の
引
き
上
げ
を
行
う
と
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
参
院
選
後
に
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
行
っ
た
増
税
に
対
す

る
世
論
調
査
で
は
、
国
民
の
意
思

は
い
ず
れ
も
反
対
が
賛
成
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
情
勢

は
前
回
の
消
費
税
８
％
へ
の
増
税

を
契
機
に
、
実
質
家
計
消
費
支
出

が
年　

万
円
も
落
ち
込
み
、
労
働

２５

者
の
平
均
実
質
賃
金
も
年　

万
円

１０

も
低
下
す
る
な
ど
長
期
に
わ
た
っ

て
冷
え
込
み
、
本
年
４
月
か
ら
６

月
期
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
伸
び
率
は
０
・
４
％
と
低
い
伸

び
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
消
費

税
増
税
に
対
す
る
本
市
の
対
応
と

し
て
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
の
対

象
店
舗
及
び
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
販
売
所
が
市
内
郵
便
局
と
な

っ
た
経
過
を
伺
い
ま
す
。

　

環
境
経
済
部
長　

ポ
イ
ン
ト
還

元
制
度
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
の
加
盟

店
登
録
申
請
状
況
は
、
９
月
５
日

時
点
で
本
市
は
１
１
３
店
舗
で
す
。

消
費
者
に
向
け
、
国
か
ら
対
象
店

舗
の
周
知
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
販
売
所
に
つ
い
て
は
、
身
分

確
認
な
ど
、
国
の
要
領
に
基
づ
い

た
統
一
的
な
取
り
扱
い
が
で
き
る

こ
と
や
購
入
希
望
者
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
市
内
８
局
の
郵
便
局
に

取
り
扱
い
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

総
括
質
疑
（
８
月　

日
）

３０

　

竹
田
陽
介（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、

安
田
早
苗（
公
明
党
）、
守
谷
浩
一

（
日
本
共
産
党
）、
沖
本
浩
二
（
ざ

ま
大
志
会
）、
佐
藤
弥
斗（
ざ
ま
明

進
会
）、
安
海
の
ぞ
み（
会
派
に
属

さ
な
い
議
員
）、
加
藤
陽
子（
会
派

に
属
さ
な
い
議
員
）

討
論
（
９
月　

日
）

３０

　

沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、佐
藤
弥
斗（
ざ
ま
明
進
会
）、

安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ
な
い

議
員
）、池
田
徳
晴（
ざ
ま
大
志
会
）、

守
谷
浩
一（
日
本
共
産
党
）、
吉
田

義
人（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、
加
藤

陽
子
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、

安
田
早
苗
（
公
明
党
）

加
藤　

陽
子 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

公
設
児
童
ホ
ー
ム
の
１
・
５
倍
の
利
用
料
と
な
る

民
間
学
童
保
育
に
保
護
者
へ
の
助
成
を

　

中
澤　

邦
雄 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

消
費
税
増
税
と

本
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

貧
困
問
題
解
決
の
た
め
に
は

ま
ず
実
態
調
査
か
ら

内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

今
後
の
教
育
の

可
能
性
を
秘
め
た
遠
隔
教
育

�
波　

貴
志 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

乗
り
残
し
状
況
と
対
策
に
つ
い
て


